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第十九卷

菱電井契

断路器用ビン碍子の衝撃電歴特性

研究部横ラ頁

昭和十八年四月

内容粳概

鴬祠二現朋の園謬弁器"1ビン碑、fにっさ、 50%放電峯'屯麼並に V-t 曲線を測定した劃'果を

述てある。一般的に云って碑子は村討生刻以yくきく、 V-t 曲線は棒問隙ヒ比してゃ、、平で島

わ、且っ乾燥閃絡距航角沸猷糸強度の,・應の目安とたり得る。父衝雌ユ舌巡絶終強腰と比,皎を
してあるか、現在の設計のものでは基準値に不足の{のが火部分で島る。

1 緒 言

屯氣工作物の絶縁協調の必要性が唱ヘられてより、と

の問題に開し,ては熟心なる努力が拂はれて來て居るが、

由來との問題忙ついては、異つた觀黙に立脚する釡然別

箇の考力が夫々獨立に成立し得.て、簡單に決し蝉い事倩

にあ乙。衝染電駆標準調査會に於ても種々論議さ飛て來

て居るが、最近に至つて浦K絶縁階級とその衝鯵絶縁強

度に開する草案①証にその論議の經緯等②力野委喪せられ

るに至つ亢。何れにせよ、電氣工作物自身の征N鉦佳駆特

性に關tる智識がとの問題の基礎となるべきは勿諭であ
るが、我國に於ては未だとの方面の寳料・が充分とは云ヘ

ぬ現耿であ乙。叉渉雌器に對しては匝々研究が裁まれて

来て居るが、断路器、母線支持碍子等の上帥亥的俳造簡單

な冶のに就ては、その簡單なる力姑女に兎角輕珂哩されて來

て居る様な傾向がある。との黙に鑑み第者等は、先に當

杜現用の断路器用 eン碍子の殆ど至部につき、その衝撃

竃墨特性の一部を參老資刈そして發表〔_たのであるが、

ω其後得られた資料も追加補充し、て、茲に卒直に現用断

路器用碍子の衝藥特1生の實駄を報告し,て、御參老に供し

たい主老ヘろ次第である。

2 試驗方法
'

絶縁物の伐絲各誰雌を老ヘて見乙に、その絶綵物の形駄

による事は勿論、其の他試験時に於ける外界の状況、即

力大氣駄態(温度、氣啄、洪慶)や印加tる電座の波形

第四読

J!、J^ノ「一J^J 「LJ゛、"^J-、"r「、"]「、"J、.J、_.ノ、昆^ J

及び1璽姓等{CよつてキΠ鴬ずづ鼎さiLるもの'6あ乙。て側.・f

頌にあつては、實際の使用耿態をおへて見れぱ、その汚

損状態、乾燥又は注水状態等は雨プくたπ捌顔であるが、衝

県電駆に對しては、とれ穿の影響は啓通此暫紬叫難微な事

が知られて居るし、又適鴬な修πによって亘t燥清掃欺延

の結果から實際使用献態での結果も推測する事が出來る

から、茲では簡單の爲に1乾嫌清掃釧犬態で1式験を行パ、'事主
し,た。

衝禦電墜霞生装置上L てば、研究創W/ 20ookV 西縦
電座,叟生装置を用ひた。單位蓄電器は 0.2 火F、 10o kv

用で、電侭郭獣明に処じて Fから贈次3箇、 7 商、 10 箇、
13 箇、 20 箇と鰍を堆して使用して行き、とれ等すべて

の場介を通じて波形1討禁準波形(1×40火S)の浴庭内1こ
收まる如く波形調梨用インダクタンス 1S 殴か坊"捌捌亢R山
価を避んだ。 (郁 1 固1)

電墜測定用として、 50 %放電峯伐様什選駆のi則元には

球間隙を、 V-t 岫線の測定にぱ二素子河剛塗劫硫宗オシ0づラフ
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を用ひオニ。チ求閥隣は、 12.5 Cm、 25Cm、 75Cmの 3極類

で、電搾が高い範圍では放電抵抗の途中小ら分駆して、

球間隙に電座を叩加ル,て測定した。電墜岐正表その他衝

染電璽測先小委員會の衝渋電駆測定法標準規程草案④に

從つた。陰極絲オシロづラワの分座器は放電抵抗を象用し

たもので、90okv .迄は金屬卷線抵抗、それ以上の電墜

のN皿阿では水抵抗を使用した。試驗に用ひたビン碍子は

現在常靴に於て使用し,て居る殆どすべてのもので、即ち

1016 B 、 1 MA、 2 M、 2 MA、 3 MA、 4HA、 400IA、

5 FA、 5001、 500IA、 6 FA、 6 F。、 7 F。、 7 FA の14種

類で血る。とれ等の碍子の寸法は第2圖及ぴ第1表に示

す如く'6ある。との中 400 IA、 5001、 500 IA、 6 F。及

び7F。の 5 種類は積重ね専用で、單一に用ひられる事

は妙ない。とれ等碍子はすべて縱横が夫々15及び94Cm

高さ 6.5 Cm の按地し,た台上に取村け、キ卞.,づに外祁

16mm の銅管でイ乍つたホーンを取付け、とれから電墜を

叩加す乙様にし,た。贇際に使用する場合と鼈極配置の椣

様が相'當異乙が、大体の比岐には充分七信中乙。

昭和 18年4 打 三 子'・t 二角 ,1. 第 19 卷第 4 競

碍子番跳
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は、第2表及第3表に示す

如くになつた。爽中更正仙

上あ乙のは、試驗時に於け

る温座及ぴ氣雌小ら求めた

本氣井i亥に堂1して、標準以

態'(760n)1nHg、 20゜C)山

イ両に更Πtしたもので、碍度

に封す乙更正は行つておら

ない。猫同表の備老織1に1土

測定時の單.位ぎi電器の桝、

及ぴ使用球問隣の極頚も肥

,拔して置いた。

之等の測定結果を第3岡

に榔めて示す。雉軸は之等

心碍fが使用される圓路山

公稱諺蛾で、縱軸は碍子の

50夕'閃絡価(更正価)で南

乙。錨線で示したのは吉学札
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ちとの伯は廸座器の全波試驗織雌を夫し、、燧座器中身の

耐電雌を示t、のであ乙。屑至圖には參老の爲に破線で

る早子の高さ、及ぴ最大直徑をも記人してある。

第2表、第3爽、及ぴay3圖から明かな如く、負波に劉

する閃絡値は正波に對tるそれ,よりも准に高くなつて居

リ、との事は碍子の大さが小さ加程著し山。即ち 3、MA

や4HA では、負波の閃絡価は_正波のそれの約149%に

も建して居るが、碍子の大さが大きくなるに從ひ漸次兩

波の閃絡値が接近して來る傾向にあ乙。捧間隙が、問隣

距離の小な乙時は匹負兩極性の差が少く、問際長が大と

なるにつれて極性勍県が顯著になるの七稍々反對の傾向

iごある。

以上の如く極性効巣は札1當濳1,いが、その中で1拐題上

な乙ベき低い電厭価を與ヘる疋波に對する価に就いて、

扶Ⅱ新哘努蔀邑繰恨度と比皎し.て老ヘてみょう。詳治圖から

明かな如く、回路電唾効ξ6kV及び10kVの場合は、碍子

閃絡価は基砕絲邑縁憬度に對して相常商いが、圓の 50 %

路電嘩20kV より釦kVの闇は、碍子の閃絡電雌は基準

純より火分低くなって居る。回路鱸座がそれ以上の範圍
では、碍子の方が高くなつて居ろがその郎はあまり大で
ぱない。、

扶卵町町県絶豫傑饗は、即ち遜氣工作物がとの価忙耐ヘ

る事を・唖求され乙ものであるから、とれ力妬早子の0 %放

遜峯鼈厭以、下でなけれぱならない。然乙に碍子炎頁にあっ

ては、・一般に0%方女遜率電雌主 100%放電率電畷との問

に相常の閉があ乙ものであって、その並は 50%放電率
鼈厭価に對して、碍子の高さの低いもので 3~4% .^1^

r^

「'、1」、

さが埒tとや、堆して約 10%(例ヘぱ 7F。4段重ねの

もので95%)親慶に及ぶから、碍子の耐電墜を論ホ乙
1牙合には、前述の 50%放電牽電座の數%下の電駆をと
つてし,なけれぱならない。との場合には第2喪及ぴ第 3
圖から明かな如く、6kV及び10kVの兩者捌粂き、70 kv
以上殆どtベての碍子は基耳断哘野蔀邑縁憬度一杯で殆ど餘
裕がない。つまりぎりぎりの設計'になつて居る。とれが

碍子の汚損、劣化等を見込んで、試驗電畷として基準彊
安のUO%~120%を要求されるものとすれぱ現在の設

計の大部分は不適常で何等かの力法を講じなけれぱなら
ない。更に碍子頌の試験にあたっては、碍子類自身

に枯く測定値の不牲、及ぴ湯度に對する完至なる更

正の困難等により、安至忙耐駆試驗に耐ヘる爲に

ば、試驗電座値ιその0%閃絡値の問には少くも數

゜6以上の餘俗を見込まねぱならぬ小ら、碍子の要求

きれ為超繰張安は現在δものよりも相常に漉K なら

昭村1 1S 年4 jl び: 』、

ざるを得ない。これは現在qノものが相當數多く、町も大

した故障なしに多毅寶用されて居ろ事贇に鑑み、問題を

珪すもの占云ひ得.よう。

20kVから 60kv.迄、即ち碍子で云つて 2MA力.ら7FA

迄は、基準衝撃絶縁強度よりもj孟に低い価忙なつて居る

との關は大川拓早子1箇が用ひられて居乙範圍で、大型碑

子1筒だけを用ひるよ、りも、單位碍子を積重ねて使用す

る力が容易に高い絶縁耐力を得られる事を示唆す乙もの

である。常赴に於ても、從來釦kV回路の中、半桝ご雷災

の危儉の多い諾i所や特別の契求のあつた」牙合には、 40

IA2箇、時には500IA2箇を用ひて來て居るが、その他

并通の場合には爽の如き碍子を使用して來て居る。こtし

で今迄忙懐別の支障もなく贊用されて來て居る事をおへ

れぱ、との郁此岐的低電厭途電系統が、大きな雷鞭をう

ける硫脅配ま、鵡了電!朕系統のそれよりも低いのではないか

七も想像され、果し,て然り七すれぱ現状七脱み合せて、

基準征暇唯絶縁蝿度そのもの＼避ぴ力にも、猫議;倫の餘地

が作tる・やに誘ヘられる。

6F。と 500IAの二つの碍子を士凶弦して見る士、第2支

から血かる符{に、 6F'の閃斜列両が、 500IAの価より低く

なつて居乙。との羊は小さいが、更に兩村を弛多嚇てつな

いで試験t乙事によ師雀めた。梯1表から明かな如く6F。

の方が 500IA に此して最大直徑が稍々大きく、その商

さは同一・なのである。 6 F。、 500IA各々唯U南の場合は

その閃絡価は殆ど等しいが、 2 箇、 3 箇、 4 簡占稙重ね

ろ數を堆すに從つてその開きが六きくなつて來る。6 F。

は機械的強度の黙から、千ヤツづもビン金具も、 500IAに

比し.て大きなものが使用されて居て、そ0卓討桑厭孫都巨凱

(第4鬪參川りを測つてみると、 6F"の力か500IA より伴

かに小さくなつて居乙。 6F。七 500IAの閃絡価の述は

との閃絡距高kの差もさる事乍ら、千卞ツづ及ぴ亡ン金具山

大さによ乙構迭上の差異が大きな役割をなくして居乙も

のと想像され乙。

第4圖の如く乾燥閃絲距凱どして、千ヤ.,づとビン W剛

電極問の最短距航をとり、之と 50%閃絡電蛾と關係の

を第5圖に示し,た。圖中鎖線で示したものはお弾鰹棒間隣

の問隙長主正波 50%"1絡電嘩一の關係であ乙。⑤碍、f
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第 4 圖

碑子の乾煥閃綿距航
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の正波に對tる価は、伏絲各距謝肋H勺 Hocm位の處迄は

略直線をなし,て居り、棒闇際の場合よ岬省低踊になつて

居乙。との鬪から關絡距航を a (cm)とし、吠孫制市を

夫女次式で表される。V (、kv)主す乙 七 、

正波に茎十_ V=3.3+5.8 a kv

但し 15く a く140

画、波純對!_ V=3.1÷フ.3 a kv

伯.し 15く a く90

勿拓倫閃絡距剛ど{て、 tベての碍子に卦牝て鋪4圖山

如く取る事の妥鴬でない事は、第6岡の爲眞よりも明か

であるが、櫛K大体の見常をつげるには充分であ乙

はれる。

第7圖は之等J叩芋子を積重ねて使用した場合、そ0獣

東ね山敷と 50%閃絡電墜価の塗化を示すもので、'正波

て對す乙 7F。,6F。、 500{A 士負_波に對する 500IA、

如0IA の場合を岡示してある。積亜ねの數の少い問は

閃絡電嘩は略直絲的に堆加して行くが、數が5筒、6 諭

七多くなるに・0れて傾剥・して來る。各碍子に於ける電位

小布は碍子一"楡V.界鴛容量、泊過ξ側導緜七の問の漂遊容

彼に'芋子の窒"畍孕電容量等により定り、碍子のキヤ冕 、

ツづ及かC亡ン山プ、:さが六きな景舛畔を與ヘる出が容券バこ恕

像W.来る。 500{A よりも6F。の力が低い加を示す事.、帷

に 7F。よりも 6F。心力が曲線の組斜の六きい事は、前述

の如く機械的蝿安の矧功.ら 6 F、の千卞ツづ及ぴビン金JI

が他の4のに辻ベて此桜的大きく、その爲に碑子自身山

靜電容量の坪卜加山影導よりも漂遊容冕雌に堂"齢,電祥量

咋γ加の翆昇郡心力が大主なつて、爲に電曝分布耿態が不良

になる事に野K ものと考ヘら丸乙。 6F',6 段重ねのも山

ば、榮 31甜上り1明な如く 7F。5段;雫ねのものよりも高き

、、

断路誹削ビン僻子の衝峡透魅ヰJ杜 織頻賀・共沼・滕山

が高いにも拘ら中、以H各仙は後老d>方かゆしく袖K W,て

f喬る。

3念 V-t 曲線

以上の試驗に用0プ"C碍子の小、代表的の旦辻種忙ついて

V-t 曲線を求めたが、その結果を次に示す。すべて室

氣宿度に對し,ては、標準駄見凱こ換算L てあ乙が、鬻度に

對する更正は行つていない。

第8岡は3MA及ぴ5FA の正負、兩波忙對するもので

急る。此較の爲に同岡に正波に對する26Cm標準棒問隣

及ぴ正負兩i皮に堂1する 23kV 碍餐,型套鴛K6)のV-t 曲島泉も

示した。 3MA及び5FA の曲線の形は互に良く似て居

て、放電時問の長い所では、正負.兩極性の關ホ制両に大き

な差があ乙が、放遜時問が短くな乙ととの差が減少して

来る。即ち正波の力が閃絡電墜の上昇李が六であつて、

Cの傾向は棒間陣一その他碍子類について發表せられて

屠るもの上一致する。碍子占碍貧ヲ制奈管との正波に對す

る曲線は良く仞、て居る。負波に對し,ては放竃時問の短い

咲で杢名V)力が上打.力汗肖急な様であつた。棒朋隙と此較

むては、1明かに碍子の岫線の方が那・であつて、單純な棒

闇陳{こては、碍子類の如きものに就ても完発な龜縁の協

調を保たせる事.の困難な事がわか易。

4HA は 3 MA 及ぴ 5FA と良く似、て屑・り、その1女様

につぃては錦10圖を參照され慶い。

6FA及ぴ'400IA2 段重ねのもの＼正負兩波に對する

V-t 曲線を第9圖に示す。碍子の六さが大きくなるにつ

れて岫線の上打.率が大となつて來て居る。同岡には比較

D爲に正波に堂1する 52.4Cm棒問隣、、及び正負兩波に對

tる 69kV 問隣村蓄電器型室管(問隙距敵55Cm)⑥の

V-t 曲線も示し,てあ乙。 3MA の場合は、悩蛎別迷の岫線
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96

より可成り千・であつたのに對し、碍子の大さが大きくな

るにつれて曲線の上昇李が大占なり、6 FA に於てはそ

の特1生が様問隙のものに近づいて來た事がわかる。正波

に對する舳線の上乳・率が、負波に對tるそれよりも高゛

事は、前の3MA、5FA等の場合と同様である。

第 10 圖には各種碍子の曲線をまとめて識いてある。

猫一諸に中荷重用 3kV 用ボスト碍子の V-t 曲線も加ヘ

て置いたが、大体 eン碍子と同様な傾向を有するもの七

i忍められる。との風から明かな如く、正波と負波に對して

V-t 曲線{こ栩常の開きがあり、即ち極性効果が相當著し,

い事、一般に碍子のV-t曲線は棒問隣のそれに比して平

であつて、碍子が大きくなるにつれて極魂那糸のそれと近

接して來る事増功隔忍められ乙。極性効果が大きい事は'脇

調問題を複劉郡こするもので、例ヘぱ正波に對し,,ては協訓

が出來て居ても、負波に對しては'協調出來なL<と云ふ場

合も起り得る。 V-t 曲線の形の電異は更{こ重大であつて

完釡な絶〒条協謝を老ヘ乙時には、單_忙各機器の 50 %閃

絡価を邊aてし、て考ヘたのでは不充分で、是非共との V-t

岫線を土台占して採用しなけれぱならぬ事は周知の通り

である。し力.しV-t 曲線を正負兩波に就てー・々求める事

は相當厄介で南るし、殊に碍子の如く俳造簡單なものに

あつては、第 10 岡に示す如く'碍子の大さ{こよつて V-t

曲線の形は大体定つて居る力φハ 50 %閃ホ割抗力吋)カ゛L

ぱそのV-t曲線の大略を推定するのは左程困難、6はなく

との意畉に於て 50%放電率電嘩価も一処絶縁'協訓の基

準主なり得るものと云ヘよう。

4結 言

捌d二常赴に於て現在使片N て居る断路器用 eン碍イ・山

昭利 18年 l jl 三 ー., 'f 、」

衝禦選握科'テ性について述ベた。絶縁脇調の目的からは、

汚損耿態、鞭に注水状態に於ての將性が更に重覗さるべ

きであらうが、前述の理由によ娠犬驗の簡單の爲に軍乞襍

清掃駄態で試驗をしブ蔀吉果、不充分な鱸は免れ難いが、

六ヨ勢を論・ホるには充分であると信ホる。叉以上は碍子そ

のものにつぃて行つたのであつて、實際断路器に組.立て

た場合には、遜極配置その他により上述の結果と多少山

釜異を來すべき事は推祭され乙。兎に角上述の試畷結果

を耳苅趣めれぱ次の如く云ヘよう。

(1)碍子の50%放電李閃絲電雌伯.は正波が負波より

も千剛曽低い、而してとの聾1が浮子の小さい時著しい。

aり低い閃絲価を與ヘろ正波に對する価を基準衝曝

絶縁彊度占比岐す乙主、 6kV 及 10kV 回路用のものは

某準よりも充分高い。

(iiD 70 kV 以上の回路のものは、基傘袈度より少し

く高いがその兼少く、殆どぎりぎり・一杯である。試験電

唖として HO%乃至 120%の価をとれぱ皆不足とな乙。

(iv) 20kVから釦kV 迄は基準価より相常低い。こ

山範鬮は火型碍子ーケを用'、る範園である。

(V)大毛野浮子を・ーケ使用するよりも單付碍子を秘鴛

ねて剛ひた力が有利である。

(VD 乾燐ψW都長離aと50%放遜翆遜墜V山關係ば火

略次式で表され、とれで六体の風安をつけ褐・る。

正波に窒Ⅱて V=3.3+5.8 a kv

(15く a く 140cn))

負、波に對し てV-3.1+フ.3 a kv

(15く a く90cn))

(viD '早子のキ卞ツづ'にビン 0大さ力く相慥'号子キ寧をも

ち、砥に積軍ね段數が多くなると普しくなる。

(viiD V一曲線は正波{こ對t乙も山より負,波に對tる

ものが上昇率がやX鑁であ乙。

(ix) V-t 曲線は洋問1導のそれ拡此し,てゃ＼平である
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、

が、碍子が大きくなるにつれ、叉積重ね力U曾すと様惜n系

のそれ主近仞、して來乙。

盲新妾にじ常時御鞭推下さつた堀研究部長、及ひ瑁式料の

提供並に匝々御指導を頂いた・大阪製作Π斤電力機部各位に

對して深謝の意を夫する。

断蹄器川ビン僻子の衝"拶"厭4,性

高速回轉体の動的平衡方法
(三菱特許第 154681 琥)

山"導体に、試験的の〒・衡重量を附力1ル,て、それに

依り惹起せらる、、振動の量及ぴ位相の焚化を計測

其の投鄭市を拡として、耳式叉は幟1式を以つて、、_゛ノ、

牛心永電量の量及ぴ位相を決定する釣合試驗力法の提

雫があるが、 1、タービン」 1甕遍機回樽子の如く、大型

高述のものゞ辰動特1生は、軸受に近く設けた、二個

の〒・衡修圧面に、各一個の不平衡重量を附力1ル.九時、

位相差180喫主し,て、偶力を爲す場合の振動効果は、

位相差0唆なろ如く附力1ルた場合の振動効県の十倍

叉は夫以上の二嚇塞が恋乙から、ーカ側に試驗的平衡

重量を附'力1ルた場合の効果は、他の側に・存在す乙不

〒イ釘亜1量の位相及ぴ量にじ極めて兆大なる彩響を輿

・入る。從つて單一の試畷油1東量では、眞の平・衡は得

られない事になる。

心霞明は、二種の制.合せ重量を以つて、振動 i、ベ

クNレ」の焚化を求めんとするもので、不'下修リE量は、

ー・細.の偶力と、一細の靜的不千,尿甲量七の形にて衷

はされ、偶力効果を試驗的重量の位相の如何に拘は

らホ、一様に作用せしめ、以つて不'下・衡重量の挟1士',

を樺易ならしめたものであ乙。即ち靜的不千・衡占、

偶力不'下・衡との仔力1{こ立出゛し、同".、相の赴驗的東昂

aX Ⅱ 1Y

ト01

横,貞賀・長マ冉・1莖山

(1)'"

(ー),已

(3) qL

(4)、"

(5)研'

(6)聯大豫稲

ニ・{t.雫コL 62d凡工、」'
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と、 180 度位相のちがつた、試験的軍量とを附加し,、

試し寄り方法に依乙ものであ乙。

その一例につき詮明せんに、先づ回轉子(1)を

六つの千衡修正面(X)( D (1{)(UI)(1V)(Y)

に分けて老ヘる。完至な平衡}伏態にない圓轉子は、

高速にて回轉せし,め得ないから、先づ安釡に回轉出

來乙低述回轉に於いて、軸受台忙固定した配ツクァ

ツづ」により一賑動「ベクト1レ」を調ベ、第四圖に示す

如く 0A と OB とが表はれたとする。此の OA、

OB を夫六同相分と反相分とに分け、何れか大なる

カ、例ヘぱ同相分を消去させる爲に、修圧面 qD
(Ⅲ)に、同相の試驗的千・衡重量を附加tれぱ「ベク

ト}レ」が同相的燮化を起す。 OA、 OB に對し修正面

qD (ⅡD に於て、 AA.、 BB,の平衡重量を加ヘ順

次其の剛ブ川立置及ぴ火さを塗更し、 AA。、 BB。にな

乙如く選ベぱ一振動「ベクトル」は OA.、 OB.となり

其の仙を小さく塑'來乙。次に回惇子の回榔述虔を上

げ、前祀同様の方注を行.、も、此の時は、振動「ベ

クトル」は必、しも OA。、 OB。主.は限らず、第五圖に

示す如く 0A"、 OB。となる事がある。茲に於いて、

反相の試驗的〒・衡重量 A。A'、 B。B、を修圧面(D

(1V)に附加し,、其の位置及ぴ大さを塗化させA。A。

BOB。の如く持來たせぱ、殆んど平衡駄態が保たせ

得・る'此の後更に回抑子を至速度に上げ、此の時の

↑'衡試驗を前祀の如くして、同相及反相にて行ひ、

i、ペクトル」を 0 に接.近せしめる。判K して同相及び

反相の千衡重量に依れぱ中"打述度に於て何回も平衡

重量を附加する手數が貨け、一回轉述度にて一度に

て足る利益がある。

尚第二圖は、不平衡重量を二つの分力に分析して

木した急別圖、第三圖は偶力的不〒・衡による効果と、

靜酌不平衡によ乙効果との比岐曲絲を示すものであ

(中堺おる。
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内客梗概

人H本塗制・會市1:で製造せる台106 黒色絶繰加熱乾燥ワニスを前i城油にて稀郡して、稀罧創の含イi

靴容利Π丁分系で 50%、 40%、 30%、 20%、 10%の各'り女の稀秤ワニス溶液を作り、芥濃度に於け

る綿テーラの浄透来を抑1定し、'其最良たる濃世のワニス溶液を嵳めるととを目的として寳験を村う
た。父各i農度のワニス處理川数と泌透茶の關係及び 11弁目、 2 肘目、 3 府目、 4 府目、 5 厩貝と

火々の場令、に就て如何に泌透*が嵯化するかを嗣ベ、此等の開に存する關係を探究した。

スの港透試驗

1.緒 論

絶縁ワニスを志氣機披片絲尿愉に途布する場合、各π部N

に對して夫々特有な粘度、比重を避擇規定して之が使用

按供し,ないと、ワニスのコイル内部ヘの泌透は充分に行は

孔゛、ワニス乾燥皮膜も機械的に叉化學的に滿足t可き

状態に逹せぬ事は明かである。之は延ては超縁抵抗忙鳳.

火なる影響を及ぽt票に放ろ。我々は一見抑術1な事は別

段老慮に舗するものでは無いと考ヘ縢であ乙が、贊は之

力Wξだ疎かにt可からざろもので、ワニス處理を施し,て

岻い「遜氣機器」に生命を與ヘて之を生かすか死なす力.

ぱ、ーに懸つて最後のワニス處チ果.に祢ると断言t乙も劃C

ハ、て禪らざるものである。

革者は差常り大日本塗料製黒色絶豫加劃曄乞燥ワニスを

揮發油にて稀釋して如何な乙上ヒ東、如何なる粘度で使剛

したならぱ、ワニスが最良の泌透李を示し、之が乾燥駄

態主力1陸如寺並に冷去川寺に於ける羅縁抵抗に如何様に景熊郡

するかを調ベて見た。

2.試驗に使用せる大日本塗料製

仁106 黒色絶縁ワニス_に就て

fア)黒色絶縁ワニスは大体次の如き卸放のものであZル

ギ1レソナイト
約 20%.1

エステルコム

桐油

亞卿仁油 約 30%

Et1 淋1

テレビン油
〒J 459'

ミネラルター弌ン

其他 約 5%

ナ桑(イ)乾

皮膜は艶が.'り、搦かで蝉1牛に富む。特に1坊獣性に井.

み絶豫も良い。

(ウ)試驗成紬

此..(、 20゜C') 0.920 〒欝豫側力(毎ミ1レ)3797V

N皆U時開(10げC)リ邑時問耐水件(謹ミ1レ)2133V

40

鬼一、^ノ、ノ『_゛、_J「、^、^ノー、ノ^.一昆.、 J 『゛"」^_^_J、、..「、^、].、_"゛、ノ、昆".^J^、ノ『L"゛、".『、_ノ、_ノ、L/J、ーー、Jデ、ノー、LJ^".^.^J-、".鬼昆ノデ゛、"子、.ー、ノ、^、ノ、ー、」,、.,、..、ー、J゛、ー、

,1沖戸製作所 仲

ゞ

1 1 1 御

(エ)樹

(オ)稀釋

齢釋郵ルして

0.725 である。

試驗方法

長さ約 10omm、幅 30mm 桜四アルミニューム導体に

長さ約 690mm の綿テーづを半重晃で中壱村け、之を五

埒搾にして、各濃度のワニスに氣泡の出'なく成乙迄浸渚

然る後、之を充分滴らして電氣室氣乾燥器に入丸、、、'ノ、

120゜C で 12時「{打草乞燥させ、'冷去所妾下F量して由テーづ 1こ

對tる重量埒加吊より百分牽を算出して之を泌透郵一[,

た。

、ど、
JJJt 主として回樽機二軒ル山絶祿片1に樹'、。

齊1

使片1せ(捌師委池山此承は 10゜C {こ灰て

稀秤疫と1ヒ電及び不邦耀分との獣1係

(測定澀皮 18゜C)

30

'

3.

試驗

(ア)ワ

の稀釋度と比重との關係ワニス

結果

'
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テーづ捲届數と泌透率主の關係(第2圖參川り(a)

第2圖は縱軸に灣透率、楢南Nこテーづの捲眉數を取り

試驗片を各濃虔のワニス中に一回浸漬した場合のテーづの

捲暦數占穆迹率との開係を示し,たものである。

鬪より明らかな様に第一回ワニス處理に於ては、稀樺

麼 10%、 20%、の濃慶なワニス溶液の方が所釋度 30%、

如%、 50%の稀那jなるワニス溶液よりも逓に良い泌透率

を呈してゐる。

許通一寸老ヘると、稀薄なワニスの方が泌透性が良い

から泌透率も良い結果を得ると想、はれるが、・厩回の浸清

漬に依るワニスの途透、吸着、浸潤される量にも自ら限度

が有り、飽和黙に逹すれぱ最早・井れ以上浸潤されなく成

乙ものであるから、濃度の六小と難も、同ーテーづを使用

すれぱ泌透量には大差のあるものでは無く、鼎兆此處で

云'、泌透李なるものは、試片浸漬の際、白'吊テーづに淫

透、吸着、浸潤され乙至ワニス量の中、乾燥に依り輝發

分の蒸發後不揮獲分士し,てテーづ中に珪る皮膜形成主喫

素量の頃テーづの重量に對する百分李'6表されるのであ

るから、結局濃度の大なる、即ち溶質舍有量の大な乙

ワニスの力が泌透率は良く成る譯である。加し,て乾燥}吠

態の良好な下に於ては、との泌透李の大なるものとそ、

敦々の望む所の絶縁抵抗を大ならしめる唖因のーつでゐ

る 0

次忙各M釋ワニスの示せる泌.透竃曲線に就て述ベる。

儒釋度 10%ワニスの泌透率が名麟テーづを通して最良

な事が,認められる。妓大泌透琴は一騒H テーづにて 7フ.83

%を呈'し、最小淫透輩士難も四層目テーづにて 67.86%

を示t。二層目テーラは 72.46%、三暦目テーづは 71.03

%、五層目テーづは授分大な乙価を示して 71.69%を示

してゐ乙。 q、・・J野目テーラと二騒回テーづとの灣透李ぎ

ぱ 5.37%、二1蒔目と三騒月との震ほ 1.43%、三暦目と

1πν否目との茶は 3.17%、四暦目と五層倒との艶は 1.44%

ξ各婿を通しての小均泌透率は 71.69%で断然他の稀釋

塞ワニス溶液の其れよりも纓秀なる価を示すが、各斯テ

ーづを通じて山小・均泌透琴リ咸少は2.13%である。

火に稀*争女 20%ワニスの泌透率曲線を見ると稀釋聾

10%ワニス山舳紐,七類仞.してゐ乙。設大泌透率は一府R

テーづで 65.26%を示し、泉小逃.透雪叫よ四埼拘テーづで

58.93%で共にi券秀であ乙。谷暦を通じての〒・均泌透率

ぱ 61.80゜0、谷塒テーづを通じての'リ均泌透李減少は

1.15%で各禎儒侭1 ワニス小最小である,とnは最も内部

への拾一湯透'1牛に富んでゐ乙事を示す。

:}(γ研田.放ワニス以'F山ものは稀゛誤唆 10夕。、 20%のも山

に此ペて淫透*1堵1_く惡く問題に成らぬ。イ井し40%曲線

は異常曲松を早.し30%曲線と非兇'に按近し,てゐる。との

理由は良く分らぬが、多分ワニス處王果の時の手加減、減

し方、テーづの素質の不均一の然らしめたもの1惣、は肌

乙。'ミテーづの一府裂.、五層夙は他の將の如く正磁な乙

濠逃1牛はiル,燃糺(から、處王劉可獣の冷tに從つて共の異

荒伴旦羊力し大、成乙山は止むを得ない事主 W,"ミー何主た肌

叉影Y
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ぱ、前者は泌透と弐'.よ川ま寧ろ表面塗殆とユ_1'、可きも

ので、滴し,.、合に依つ・て相等穆透率は異つて来る。叉後

Xの場合は導体とテーづとの問には災分たり主心小間隣

があろものであるから、之より侵入するワニスもある爲

誤差を生中るもの'Cある。從つて兩岩は止むを得ない實

驗誤差として取扱つても可なるものである。叉同一ーテーづ

でも多少は素地の不均一をまぬがれぬものである。從つ

て泌.透李のみを論゛乙たらぱ、二層月、三層貝、四府風

40 20 1030
ーーーーーー^ワニスノ稲奔度 i%)〔揮霞油{%)〕

ワニスの稀郡座と泌透郵との鳥引系

(ワニス 1 同處理)
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'菰墜竺1・

昭和 18年4月

邦城油一ワニス
容最(%)
綿テーづ
の重量

處理された・一府
目テーづの重是

・一赦
(瓦)

二府目テーラの
重量(瓦)

ゞ

2

三府目テーづの
重扱(、
四層目テーづの
重量(瓦)

50-50

1.62 1.6ユ 1.62

3

ユ.23 ?.29 2.34

五府目テーラの
ξ蚤(瓦)

2.27 2.ユ0 2.29

4

菱

屑目テーづの
泌透巌(瓦)

2.19 2.17 2.17

5

二府目テーラの
泌透避(瓦)

40-60

電

1.62 1.62 1.37

2.18 ?.04 2.15

三府目テーラの
泌透最(瓦)
四厩目テーラの
浄透量(瓦)

ユ.4ユ 2.31 2.16

ユ.02 1.98 ?.ユユ

機

2.39 ユ.27 2.08

五局目テーづの
港透最(瓦)

?.28 2.22 2.01

8

0,65 0.58 0.67

30-70

1,6ユ 1.62 1.62

・一局目テーラの
泌透率,(%)

2.31

第 19 卷第 4 跳

0.57 0.55 0.55

ユ.48 2.53 2.?6

二府目デーラの
治透李(%)

2.23 2.00 2.03

2.19 2.01

0.56 0.42 0.53

2.43 2.50 2,19

三尉目テーラの
浄透率(%)
四府目テーづの
治透杢(%)

'

0.80 0,690.79

0.400.36 0.60

2.38 2.39 ユ.18

0.フ7 0.65 0.71

20-80

37.6 41.4 44.4

1.37

五府目テーラの
泌透率 4分

2.31

0.66 0.600.64

40.2 35.8 41.4

2.63 ?.48 2.44

1.62 1.62

ユ.31

2.36 2.13

0.690.57 0.64

35.2 33.9 33.9

2.63 2.44 2.44

0,86 0.91 0.64

2.45 2.19

0,61 0.38 0.66

斌殿絃果

34.6 25.9 3ユ.フ

2,53 2.43 2.40

14

一府目テーづの
平均泌透率

二府目テーづの
平均泌透率

三府目テーづの
平均渉透率

四府目テーラの
平均泌透率

五府目テーラの
平均泌透牽

各府を癒して
の平均途透率

0.81 0,88 0.57

49.4 42.6 57.6

10-90

ワニス^

(9')150-501

1.37

24.フユ2.ユ 37.0
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(b)ワニスの稀釋度巴灣透率との關係第5圖一層目

と二屠目とは極端な差を生ホる。而も50%と 10%ワニス
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との達がf前者に於ては106.0%後者に於ては 113.6%で

共に相鴬内剖効帝占つて内部灣透僅少になり一府目にのみ

塗着され乙事に成乙。とれは爽面が粗弗能に成り、機械的

忙弱くなる小ら感心出來ない。

(b)ワニスの稀釋度と厶透率との關係第8圖では最

昭和玲年4 jl

早どの稀釋度のワニスも一府目に多量固着して二層目以

下には丘全り邊透効果力U煕い。稀釋度 30%、如%のもの

ならぱ朱だ内部泌透性が相常ある。從つてワニス四回處

理に於ては稀釋麿30%位のワニスにて行'、のが適當であ

る。

4.結

と山贊験に使用した絶縁ワニスは大日本塗料製#106

照色加熱乾燥ワニスであ乙が、との試驗結果は大体獣虹

試片番魏1

'派"畑 1

^'

の絶縁ワニスに對しても適用されろもの主想、'ー

以上の結県を綜介t乙と、從來は稀釋度30%程叟、此

重にして 0.85/18゜C 位の上ヒ岐的稔苅なワニスで連續四回

處理を行'、を常として居たが、第一回ワニス處理に於て

は稀釋度 10程度、比重にして 0.880/18゜C 位のものを使

用し.、第二回、第三回處理に於ては稀繹度20%程度、比

軍にして 0.865/18゜C 位のものを使用するのが適當であ

る。猫四1回處王甲を施す必、契があるや否やは未だーおすべ

き餘地があると恕、'一若し支面仕上げの意味で四回處理

を行'、立、妻が有るならぱ稀釋度 30%、比重 0.850/18゜C

位のワニスで行'、の力G里想的だ占誘ヘる。併し上記の如

く處王馴回數に從つてワニスの濃度を塗ずる瞬は寳際問題

七し.て非常に煩し,い事であるから、最初から稀釋麼20%

ワニスにて連續三,同處理を行つたならぱ、内部濠透李均
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ーにして優秀なる淫透率を示し、内部靴燥、表面乾燥皮

映も良好で麺繰性の六なるものが得.られる。以上浅學非
丘

才を卿みぬ記述を之にて捕竿す乙が、幸にも之が捲線開

ワ ス
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透
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ー.、

係で絶縁ワニス處理を施す際に些少の參誘主も成れぱ幸

共の至り士存中る冶のである。
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内容梗概

人右る山H功力を必要とし、、且條件の比桜的1喧しい昇降機卷上機のづレーキ用'"磁石として、

肘刎電磁孑iを例めて探用せしもの、設引'並ぴに二弌驗ヘの記録である。

心文中、磁石開周t時の必要峯引力よりその容量を誘導する力法は、新しいやり力ではある

が、實験の結果高磁東窟度に於ても、キ印當の正赫ミさを示した。

1.緒 言

交流電動機を使用せる機敲忙於て、電磁づレーキとし

て交流式を採用するのは常然の行き方であるが、交流電

磁石の持つ缺熟も亦一、二に_止らない。とれに對處する

には種々の二C夫に依つてⅡ・とA亨電磁づレー千の缺黙を實用

上雄支なき程度迄郡減し,て使用す乙か、若しくは此等の

缺黙を全面ぽ"こ拒否tる場合には、電磁づレー牛のみ直

流式を・斥用するか、何れかに依る外はないのである。

テ茲に取りあげん上するづレー牛は昇降機用のもので

あるが、從來常示Nこ於ては後X即ち直流式を採用し、て来

オCO/'6あ乙。

併北,後者は州#捲上し,ては旧分なく、千・時であれば却つ

て其の優秀な性能を誇つたのであるが、資村不足の鞍時

下に於ては、直流遜源用璽条琉装置を別に似給し多くの銅

及繊資村を.止,蓼主す乙力式は常然峨し.まねぱならぬ所で
ある。

外鬮に於ては交流X下部機に古くより交流電磁づレー千が

研究せられ、我國にも紹介せられて、現在相常廣く使用

せられてゐ乙様である。とれ等は何れも衝撃斉、亥河"辰

動晉を消去或は綏和する目的の爲、づレー千至体を、油槽

中に浸渚し入とれを併せて冷却の目的に使用してゐたの

である。(第 11団鋪2 圖參照)

との力注は機織至体が大きくなる憾があり、油の粘度

.

名古屋製竹乎斤

千

。ノ

本

が氣温の迷化の影響を受け、とれが"'降機の着朱誤差を

來す原因となる。叉油の取巷を必要主する事、調藥箇所

が油中にある事二亨は、出來る丈避け度い條件であろ。結

局機朧上に手數を掛,けても、性能上直流式に及ぱないと

云'、の力証則伏の様である。

最籾はー一般的の方法主して明】子型交流づレー牛を卷上

機に使用し,て様子を見たのであるが、從來の交流電磁

づレー千の持っ剛U粘を除く事が川來中、本月的に不適當で

ある事を知つ九。

依って從來恐らくづレー千占し,て試みら飛た串V)ない

と思、はれる力式、即ち遊動型の織心、を井つ肘剛の電磁五

をづレー千用忙試作して卷上機{こ取り附けて谷郁の試驗

を行つて見た。(第3圖)

との型は設計上一般士異る黙ば形状の大きくなるのを

避ける爲、磁密束度を吸引時に終て飽和に近くとり、開

剛部寺に於ける必要な牽引力を大ならし,めた黙である。即

ち磁東密度にし,て約 13,000ガウスである。との価は從來
J

使用せられてゐるものゞ勺 1.4~2 倍近い1直主なり、必

蓼なアン弌ア回數も亦數倍の大きさになつてゐる。

との刑の牛討救とする所は、小型で織造簡單な黙、殆ん

ど騒吾を幾生しなφ黙、取外し分解が自由である黙、及

ぴ消耗部分及ぴ調整を立、藝とする偽、所のない黙である。

尚吸着面が垂直占なり、且卿子剛の如く吸墻面力部泉愉

部
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第 3 剛

坂本

中に入り込んでゐない爲接觸面に宰峡の殖る事なく、と

の爲捻りの原因をつくらないのであ乙。

本づレーキは卷上機の腫類の標準に從つて・火の 3種類

占なつてゐる。

EM-30OA剛(EM-300剛卷上機附)

EM-40OA牙N (EM・・4001剋・)

ENI・・50OAJW (EM-500測 U )

製遍辻しては、既に廣島鐵道局下開聯の騨削貨物男・降

機 10 台を始め最近の交流エレベータの標準士し、'て一般に

との型を採用してゐ乙。築4圖はとのづレー千を取附け

た卷上機を示す。

2.肘型電磁石の設計

標準 EM-40OA 型電磁づレーキ用電磁石の設計に例を

七つて述ペ乙耶1こt乙。特にヌ仁電磁石は、その六さを極

力制限する爲、磁東儁度を出'來乙丈大きくとりたいので

あるが、その価をどの位にt 乙か.云'、事力ず司題であ

イ)オC'

糸吉局と山目悼を、戡心、四磁化曲新Wて於て、飽和のテ勿期

の値にとつた。即も磁東特1度を 13,000 ガウスに設定し

た。現在友流機に於ては千・均 6,000 ガウス乃至9,000ガウス

にとつてゐるが、竃驗の結果より見ても本圃的に窒IL て

は士.祀の値は妥常の様である。

今設計の兼礎モなろ値は、下記の通りであ乙。

EM-400が"使用卷上椴

15馬力 900 圓轉V証分使用電動機

制動機の最大W'力全負,荷回轉力の250%

0.5~0.75 粍捌動機の衝程

220 ポルト 60 サイクル電源

(ア)づレー牛を釋放するに必要な電磁石の始動牽引力

佑拓茲右'が解放の状態に於て必、要とtろ始動牽引力は、

. 服部

'

EM 40OA 刑篭磁づレーキ用交涜電磁イ「

吊

,゛

J '

泌凝盆.'
、弌、ゞ^^ニゼ壁

17

j

コ'

邑
ゞ

ず

107

為

'〆

づレー千独條に依る捌動力、即ち電動機の釡色,荷回榔力の

250 %に打勝つ佰を立J要七tる。

第 5 圖は、 EM-40OA剛電磁イミを取附けた卷上機の

づレーキ部分を示すもので、鮮浦圖はその朧造を示す。

先づ,迄、藝回樽力を求め、と心より電磁石の始動牽引力

を1秀含草,、る。

フ;回榔力(雁・米)HPX75
r-ーーー^ーー

Ⅳ;回棒數,ノ誠秒2π X<7

上式忙數仙を代入する J一

15× 75×60

2πX900

フ= P 11,R

第 4 鬪

'二

.、
ノ゛゛

EM・・400 剛卷上機

= 11.9 (雁・米)

P,・塞擦車周艦托側」く力

R 摩擦車半徑 165托

11.9?'
P,,.、ー、=ーーL =71.フ(雁)
R O.165

ι、契な制動力 P.を求め乙

1)W X 2.5

1)1ゞー・、-2 /,,
μX2

71.フ+ 2.5

コ^

ト、L

第 5 圖

0.32× 2
980 (凧)

EM 如OA加1交力記芯磁づレーキ

摩擦係數 032
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'
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キ

。
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P.なる制動力に必要なるづレー千獲條の強さ P.、を

水める。

P.ゞ.=280kg十主一=126 (雁)"- 500-

又卯子 r の部分に於てづレー千を垪K に要する力四n

'昭和 18年4月

1>

Pr.=126kgx-- X ・・L X2=42.2 (矼)

との時の電磁石の必要な始動牽引力 Py,は

,110
P3h =PT X COS25゜X^

130

_ 110 ゛

=42.2kgxo.9 ×・・^= g 、i。。

=32.25 (旺)

(イ)づレーキを程放するに必要な電磁石の最終牽引力

硬條に依つて制動せられてゐたづレー牛を電磁石に依り

釋放すろに當り、その始動時と吸着時占は、電磁石に反

抗tろ力は當然異る譯である。勿論電磁石の吸着時の力

がとの値は大きい道理である。との吸着時の反抗力、即

ちづレー千を釋放するに必雲な電磁石の最終牽引力を一鱸

調ベて置く叱、専があろ。

七ヒ
エ',

機 第 19 卷

δXGd'
P,=ーーー^
"、、、 8,ZD゜

Pゞ:礎條を伸縮させる荷重(雁)
゛

d :線の直徑 8.84粍

D :發條の平均直徑 44.84粍

π:有効捲數 5

G :横弾性係數 8,000 旺/平方粍

6:嘩縮長さ(粍)

に於て、P'、に懸る始動荷重P .h を・代入tれぱ

弟 4 蹴

φ

P 0 5゜

P8 ^

瑚雜角

δ,・ 10.35 粍

次に制動機の動作衝程を0.75粍主すれは、とれが爲

に發條の歴縮は

500
= 1.67 qE)
205

づレー千發條の最大厭縮時に相當する電磁石の最怒牽引

力 Py.は

1).ゞ,= 126=ーーーーーーーー^ーー.ー・

'-PM

160

,,
PT

武
ヘ1、

、

」

、ーー「.J

=37.5 (雁)

(ウ)電磁石の容量計算

上祀の計算忙より、電磁石の必要とtる始動牽引力と

最終牽引力占が判つ九のであるが、.との程慶では、電磁

行の帳さは始動時を基礎忙計算すれぱ、吸着時には問題

6ない事が容易に想像せられる。

依つて開航角 6.5゜(制動機の衝程 0.75 粍に相當)の

場介の必、要牽引力四ν.=32.25 雁を吸着時の出力に直

して避磁石の容量を計算する。

との換算を行'、には仟意の開緋角を有する場合に働く

P_,。= P" y _10.35+ 1.67
10.35

L^

第 6 岡

有効磁束を知れぽ良い。併し乍ら磁氣圓路の定數を正確

に計算する事が困難なる爲、との力法は誤差を伴ひ易

加。依つて肘型電磁石に於ては下記の贊驗式を推奨t_度

L戸'。

、

X 203 Y I0一ゆ

d0P=

12.02
= 32.25 ×・、.-e・
、、'"ハ 10.35

,

-00(一阿離面〒詔)一鋤

吸着時の電磁石の張さ

0=6.5゜を代入すれぱ

α=13.39'

とれより吸着時の電磁石の出力四。は下記の如き値上

なる。

但し ι¥ー
開緋角βの場合の電磁石の強さ

P =ーー.ー^=ーーーL^=24ρ

(エ)鐵心の断面積の計算

牽引力を示す計算式

巳

X I00(,み)

π

=^ーー^ー」E-ーー^'=B,.゜A
- 16πXAXO.98× 10'一抗

8π+AXO.980× 10゜

(班)

0

d)伽"sin゜0

=406X B'AX I0-'゜

Φ挑最大磁束

召制最六磁東籟虔

B 磁東籟皮フ竺

A 鐵心断面鞘平方糎

18

⇔
円

三
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、
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但し遊動鐵心と固定鐵心、とは2ケ所で接觸するから

P =406×(B゛A,+召。゜A。)× 10一扣(証)

>其の〒均をしつて

B.=B。=B A,-A.=A 七すれば

P=812B'AXI0一四(旺)

四(こ PO=242 (旺)を代入すれぱ
'.

B゜A=0.297 × 10-'゜

磁東密度は一般に 6,000~9,000(ガウス)程庭が普通W

樣であるが、との場合には磁氣飽和に近い里古13,000ガウス

1てとつて計算した。

13,000゜A=0.297 × 10-W

A-17.6 (平方i厘) 制

との場合 B の値は寶際托接鱗面に於て有効忙働く磁

東籟度の平均価であるが、固定鐵心中にば蔆留磁氣を打

治す様に室隣が設けられてある爲漏洩係數は吸着時忙於

て、可なり多い。今漏洩係數を 1.2主すれぱ鐵心の断面

領を亦 1.2 倍となる

A=17.6× 1.2=21.2 (〒・方削勅

断面菰を正方形とすれぱ

1 邊の長さ 1-1/乞L2=4.6 (糎)

資際には安至を主つて 1=5(糎)とす乙。

(オ)捲數計算

.上述の如く漏波係數を考慮すれぱ贇際に發生すべき磁

東 d)r は

d)r= 13,000 × 1.2 × 25

390,000 (マ・りクスエル)^

今最火磁束の計算式

Ⅳ;捲数_五XI0"(1)刎=ーーーーーー^
刎一4.44XNf メ;周波數 60

.'マ 区'ー

1万ι
f,'上

1. 磁

50

レ 坂本

.

に各數価を代入t札ぱ、

q)h =/1fq)r=/ 2 ×390,000

220 × 10'

. 服部

Ⅳ= 149二弓150

(カ)電線の太さ

とれで六体の設計は修つたの、6あるが、未だ電新W)太

さを決定し,なけれぱならぬ。

然るに交流磁石に於ては、捲數は非常忙少く百數十回

乃至精々數百回に過ぎぬのが普通であ乙。殊にアン弌ア廼1

數の大きい暘合に於ては然りであろ。故に電線の太さは

贊驗的に行つた方が最も正硫である。而して用途に謄池

て使用定格を異にする場合等は、其の都度晋驗的に求め

た方力U抵.駄がなく安全であ乙占信中Zル

との實験に於ても最ネ刀は 1.6粍線を使用して見オ:が、

第H及第12圖忙示t如七盈度上昇・が大き過ぎる爲、遼

流容量より 2.3粍線を適當として避んだ次鋪であ乙。

3.實驗結果

(、ア)牽引力

第7圖は、上祀に依りて設計せら東亢EM一如OA型電

磁づレー千用電磁石の牽引力を示す。圖中、鯱力、電

流、力率曲線は參老に拐げくおく。

とれを見丸ば開雜角 6.5゜(制動.,剣西程 0.75 粍)に於

て、求むる電動機至負.荷回轉力の250%に僅力寸こ不足し,

てゐ乙事力y則乙。但.し賢際に於ては、衝程は 0.5 托(開

都角 4.3゜')程艇、6差支ヘないの'グ、設計通りで使用し

てゐる。

1(

1.44 X<I× 60

109

(マ,りクス1ル)

60 6 240

力車

'10

50 5 200

40 4 160

0

30 3 120

20 2

PM-、ー^Pき

0

PU

80

10

(磁石牽引

40

0

力)

風

『

0

P.(ブリーキノ

0

口0

、

誇

力
ノ"'、

kW
弔^

12 120

つ郵

"..、
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来み裂條ニヨ,

30

、、"ノ

6 84 10

朋離角度(凌)

EM-40OA 篭磁づレーキ朋篭磁石の

牽引力"性急曳怜 1.6ゞ150.220V 60~

1力反撥

40

20

力)

1.0 】{X}

30

16 8 80

20 20

12 6 60

10

1U

8 4 40

0

口

4 2 20

^

0 0 0

0
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f む打

2 864

卵鮭角廣 U変)

接觸器用肘劉電磁石の牽吼力1判他(必考)

線輪 1.6 ゞ 290 ・ 220V 60'V
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尚との型は欝磁按觸器に使用せられてゐる山であ乙

が、電磁接觸器主同様な磁束密虚(6,500ガウス)に於て

測定せろ回轉力其他を第8圖に拙げる。

(イ)磁束密度

築9圖は本電磁石の磁化曲課を示t。本鬪で見るが如

<、アン弌ア回數は電磁石の動作忙從つて A・・A より B-B

托移行する。而し"て吸引時に焚ては各部に於て大体飽和

に近い値となつてゐるが、開際郁寺に於ては未ガ磁化曲線

は上打.の途中に在る。故に若し,とれより大なる牽劇力を

辿.藝とすれぱ、温度上昇の許す限りに於て、捲圓數を減

8

厶

線

繊化力(A.T.)8冊060004000?000

EM40OA 鼈磁キづレー中用鼈磁子汗逃化岫線 60~

怜 220
5卯

丑

゛

νヲ

2Z

b

60~池綣
"縮2ケ並列

fノ見垤

QV 6

100

時問(分)

' 流

0~ノ

73A

卜キ

110

2

A

k乞)

0

0

磁化ノJ 〔A T.)

第 10 岡 AB・5F確磁づレーキ磁化1糊影武必考)60~空隙0

少せしめ、アン弌ア回數を大きくして開航時の牽引力を堆

大せしめ得る京を示t。イa.し吸着時の牽引力はj會加せし

める餘地はなく、又その必唖もない譯である。

尚磁東鞘虚は此較參考の爲、脚子測交流雷磁づレーキ

(AB-5F)の症qヒ曲線を第 10 岡に掲げた小ら比岐對照

せられ匿い。

(ウ)温度上昇試驗

第11圖及第12圖は本竃磁右の温麼上打・曲釈を示す。

使用駄見凱ま夫一,10 紗使用 10干少休_止、及 10手少使用 20秒

休_止であるが、一般の昇降機の使用耿態はとれよ,り休ル

氏"桐の割合が逢に大きいのが〒誇血である。

即ち本磁石は其のアンペア回凱を・一般に使用せられて

ゐるもの、數倍に.Ξノ)九のであるが、尚H.本用捻に對し

ては安塗である事を示t。

(エ)電磁石の電力節減方法

ー'般に電磁石は吸プ昂時は牽引力に餘裕を牛中るのが普

10ω

,

2(X刃

11ヌ)

120

即

30卯

+'

.

40

0

0 10 即

可動

第Ⅱ制

サ.し

隠定鳳・L
圃鬼搬ル

30

(線

、線

10

為獄い

輪十

EM-40OA 鼈磁づレーキ用勉磁石温度上昇舳線

2.6× 150 ・ 10秒短1{Ξ 20秒イ太、ル室温 10゜C
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みし; ンル

160

11

^{L 磁

L20

L

80

キ

40

坂永

通'ξある。本竃磁,6忙於ても、外降機0趙熱時'Ξラ1力,こ

餘俗を生じてゐる事舗7圖で旧乃かであるから、との時電

力の無用な喪失を防ぐ爲に第 13 圖に見るが勿階直列抵

抗を挿入する力注をとつた。圖1,づレーキ接黙とは、電

儀石に装備せら爪、 C第3圖參老)その吸着時に閉合す

る接黙である。尤も使用回數の少い場介には、断様な奘

置は無用であ乙、との抵抗値は、電磁石の吸着時の感力

を、その時の負、荷の 1.5~2 倍ならしめ乙値を適W;と杉

へる'との割介を餘り接近せしめる主交流騒吾即ち捻り

山唄因をつくる事にな乙'

4.結 言

上起貰驗酷に、贊際納,人せる製品其後の放粘に倣1、て

遊動織心を持つ肘堺hミ磁石が、使用方怯に依Cて、比岐

的出力の大なるづレーキ用電磁石上しても、優汎た性能

を有L てゐる事を知つ九

又本製品は、川來る丈11,,力に對{て形}伏を小なら 1_め

"

0

1捌

0

服部

.゛.ν

10

¥泳廊'

(森

20

ケ人

、21
罵見モ丹

染 12 倒」

蓼゛

30

尋

5040 80 907060

ENI-40OA '"儀づレーキ剛篭磁、行温度上判4甑線

2.6 × 150.10 私通電 10 甲少休11二室澀 10゜C

,3 )

イ 4 〕

＼
^

工

ι)

1 1 1

f

ミ

#〒閥(分)1卯

ブνーキ線憶

姦觸朧黒蛤

ん,.L 六二V/'ξあるか、とb貝釣仁對、てば滿足ナベき浩

県を得メご事と矯じてゐ乙。

但し今回上つ大f方法ぱ、使用中峨k捻衾生の可能性あ

る昜合には.騒背發生時に線輪を1允オしる電流は大なる値

となり、唾損の忠1しがある尓ら不適當である。又W'力の

噂加に就ては、吸着時直列抵抗挿ノ、力法等'こ依り一臂研

究の餘地あるもの七待ホ乙。

誰冽抵抗

援觸排接粘

第 13 岡
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直流式油井掘鑾用電氣設備

1緒

油井は地質調査、物理的探咳法などで油謄が存在する

豫想を立ててから先づ試掘を行ひ、確贊忙油府を掘り當

てて然る後本式の抓油に取捌・るのである。油井は 200米

前後の淺坑から如00 米以上に及ぶ深坑迄ある。掘曝力

法には手掘と機械掘占あり、機械掘には綱式と口ータリ

式とある是等は油井の深淺、地質の軟硬、經安の開係な

どから適常に摂擇抓用される。ロータリ式は最も推歩した

方法でわが國に於ても廣く使用されており、特に深坑の

場合はとの力法に依らねぱならぬ。機械掘の動力には油

井の所在地その他の關係で蒸汽機關、内燃機開などによ

り機械的動力を使用する場合もあるが近來は概ね交流電

力を配電し、電動装置占しては主として誘芋電動桜が用

ゐられてゐる。

油井掘撚に子一.レ機關で直流を談竃し、加減鼈駆捌

御式の直流電動装置を用ひろ方法は種々優れた特徴があ

るので獨逸、米國なだに於て採用されてゐる。我が國で

は先般帝國石油會耻がとの方法を口ータリ式に試用され

るととになり、弊赴でその電氣設備を製作納入した。未

だ油坑ヘ装備した寶穎を詳かにしてゐないが、 0ータリ式

油井掘撚叢置の概要主その電氣設備の製作例に就て祀す

ととにtる。

内容梗概

ロータ'」式油井掘遜奘般の桝要を述ベ、これに使用する画流式篭氣設備を製

作例に就て統明してある。油井掘懲に漉流篭膨准を羅を使用したのはとの製作

例がわが國に於ける暴籾の試みである。

.

.

.、^"^、J"、『_"、^「L"、L_-J、_^、_"J、^.^"J、L^、昆.^ J"「.^"J

長崎製作所

]、-J-、ーノ、鬼ノ、ーノ、、"r、^、"、ー.゛、、"J-、J/

1

ノ、ノ、 J、ノ『、JJ、ー、"J、""r、デ『、ノ、 J[ノ、ー"、、-J、"J、 J"、.ー、^"J^ J、"゛、^、ー

-1運・・

2 0一交リ式掘鑾叢置
、

管(1)鋼

0一夕り式掘業法は細い鋼管の先端に特砕鋼の魚尾形の

錐を取村け、鋼管を回杭しながら冶も錐を採む様にして

掘ってゆくのであ乙。1 本の鋼管は糟内で河対吸ひ得るー

定の長さに切つてあつて、内徑 70~170mm位の問の數

種を油井の深さなどに感じて適宜撰擇し、1本の鋼管の

長さだけ掘るとその都慶鋼管を引揚げ更忙鞭ぎ足して掘

推tる、従つて油井が深く逹なろにつれて結される鋼管

の數が次第に堀し、深坑になると長さ如00 米以上にも

逹tる細い鋼管の錐を廻し,て掘る場合もあろと占にな

る。
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第2圖ドローウオークス

鯛菅の内部ヘは掘進中適當な粘廣と比重占を持つ泥永

をボンラで歴入する、との泥フkは鋼管の先端の銚に穿た

れ九小孔から四方ヘ寓.1出し、その駆力で坑壁の崩壊、

ガスの噴出などを抑制し無ねて坑壁に泥士を塗り込む役

目をなt。掘屑は泥液になつて鋼管と坑壁との間を押し

上げられ坑外ヘ搬出される。坑壁の崩壊荘しき場合叉は

坑井に水が浸入する場合などには更に坑壁に鐵管を挿入

して外壁を作り、或はセメントを鋼管内からボンづで座途

して固めるなどの方法が講ぜられる。

(2)機械装置

坑口には第 1 圖に示す樣{て基底 7~9 米四角、高さ

30~40 米位の鐵格を建て、とれに滑,車を取村け、、鋼管

を扱'、網は滑車を通して一方は鋼智汁こ他方はド'ローウオー

クスに導力吋し乙。ドローウォークスは電動機の動力を各部

ヘ傳逹する主蓼機械で、との部分で速度が機被的にも数

段に纓速し得.られ、運轉、切替などの操作を行3、。

鋼管を回旋掘進せしむるには坑口の中心に据村けられ

た口ータリマ己ン占とれに組'合はされ九ドリルステムとで行

'、。ドローウォークスで口ータリマシンが廻されるとドリルステム

が廻りその下端に連結されてゐる鯛餐功ξ圓旋下降する。

從つて1回の掘世はとのドリ1レステムの長さで制限される

と主{こなる。糸吉局鯵手はドローウォークスの把手と電氣装

置の操作台の把千とを扱って鯛管及ぴボンづを操作tる
のであ乙。
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少くない。坑口附近は泥液が飛散して汚損し、叉突然

ガスが裾士を噴き上げて放出するとともある。ドローウォ

ークスは現場の据村が不完至な場合が多く叉匂J替ヘ操作を

行再、際鎖車占鎖の剖扮>6喋晋と共に荘だしい動搖が生じ

附近一弗実歌し.く振動する。取扱者は電氣に對して素人で

あ乙のみなら中晝夜粂行で迅速に作業を鞭續する場合も

あり凡て取扱方が非常に荒い。叉掘梁や油謄などの事倩

によって簡單な雨小屋内に長らく電氣装置を放置すると

とも珍らしくない。油井掘鱸用電氣設備の設作に當つて

は是等現物の寳倩を充分認i哉して置かねばならぬ0

(2)負荷の"犬態

掘撚電動機は掘進中地質の開係で異常な回惇力が掛'る

暘合がある。ド.ルステムの長さだけ掘進すると其都度拐
管して更に鋼管を繼ぎ足すのである力駈隹の喰ひ込んだの

を強引に引揚げる際非常に大きな回轉力の掛・るととがあ

る。普通揚管の際の起動回轉力は常規の 1.5倍乃至2倍
位である。叉掘進中早急に至告併昜管する必要が屡々生ホ

る。今一例であ乙力甜栗度 1500米の坑井に於て62本を揚

管するに要した時間が 2.5時間、鋼管を取外す時間を含

めて1本平均 25分弱であるから作業の敏速なととが了

解されろが、電動機としては平均乞.5分毎に2倍前後の
回轉力が繰返し掛乙ととにな乙。かくの勿K掘雙電動機

は掘進、揚管などの操作を常に繰返すので輕負荷から過

負荷迄負荷電流の饗動が激しい。

泥水ボンづ用電動機の負荷は此較的雛動が少い、但し

セメント坂めを行.、場合などに異常な過負荷電流を要する
ととがある。'坑井の深度が堆すに從ひ泥フkの吐出量を多

くする場合は電動機の馬力が増大する。

電動機の容量は坑井の深淺、地層の性質などを考慮し

て決定す乙、第1表は坑井の深度と電動機設備との開係

を例示したものであ乙。
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往呼

備
是"」^^

3 甲'深L 百又

0ータリ式油井掘撚装置に使用する主電動機は機械奘置

の誘明で了解されろ様にド0ーウォークスに動力を傅ヘる

掘梁電動機と泥水を鋼管内ヘ途り込む泥水ボンラ用電動

機主である。

(1)油井掘璽の特異性

油井掘懲は埋藏量の少い内地と、豊富な南方とでは自

ら事倩が異るが、試掘を行つた場所に叱、中しも油暦が存

在t乙と限らぬから試掘の設備を放乙ベく簡單にするた

め電機品の据付基礎などは概して不完至で地上ヘ木材を

釘付けにして並ベその上ヘ電動機を据えてゐる所なども

^'璽
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4 直流電動装置

(1)直流式の得失

直流電動共置は加減電撚制御式を使用t易場合前述山

状態に對し"ては極めて有利な特徴を持つ、然1 直流式は

前述の特異1生に劉'しては不利な事倩を伴'、。

油井掘莱に直流式を探用する有利な黙を型げると、

fイ)チーゼル機關を直流發遜機の唄動機主して使用、;、

る場合は石油會赴乎井の油を流用t乙ととがW.R

るから電力を貿'、よりも有利である、天然ガスを

利用し陽れぱ更に動力安が節約される。

(0)交流電力配鼈の困難な地域の試掘に適t乙。

(、ハ)遜動機に著し,い過負荷電流が流れても原動機d/

過負荷程度が僅少で動力の消費が少い。

(ニ)獲電機の出力單位を小にし,、とれを並行述軸北

て電源の電力を手輕忙自由に垢リ咸し得る、従つて

掘撚、楊管、ボンづなど負荷の賓倩に感じ動力を

調節し得ると共に汝岻の饗化に對しノⅨ、専な動力堆

減の融通が利K 。

(ホ)直流電動装置d,)庁1生がこ山樋用途に最も通し、

叫柚.力が充分印'るとΞ、回捧力の少い時は速麼が

瑜して作業を早.め、反對に回轉力の大なる時は述

度力町咸少して作業を綏やかにする、異常な回轉力

が掛・る上電動機は自然に停止するがその原因力町肖

滅t肌ぱ自動的に廻りW'すなど凡て負、荷の欣態に

可挟的に即應する。從つて作業が圓滑に行はれ機

械割紛ソこも岻遇け訂町撃を與ヘない。

(、ヘ)制御装置が簡單で述度制御が細かく加かも能菟

よく行はれ、莱乎0操作も樂になる。

然ι同時にづくの様な不利を忰'、と七は亜れない。

(イ)据村基礎を堅牢に1_て置かぬ左振動などのため

藥流を害し火荏が突IU_てM流子及ぴ刷子の鷹耗

を増大tる

＼ 1

出力(HP)"'＼1

掘染篭動機

150.垢力掘染用酒梳確動機

築 19 卷

ボンタ"動機

納

1始*怡X,命10かK,劫10胡10幼

ト'外'"- 1'゜゜'ー・

染 4 挑

800

米國オクラホマ州忙あるコンチネンタル石油一画辻の深度

蛇00 米坑井に使用した直流式む動奘置は、

掘縦電動被 750HP 750 RPM 1時問定格 1力

ボンづ電動機 30OHP 90O RPM 連續定格 1古

250HP 90O RPM " 1'】

との電リ京にはチーゼル機開直結の 140kW及ぴ50kW直

流爽電機各 2台、外に 50kW直流發電機1台を適當に細

令せ並列運軸を行つて使用1 てゐZル
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保守、下人肌に注意せねぱならぬ、整硫f曲はt o )

時々乾燥し"た布片で拭U、、刷子力U喫托1_た場合は

怠ら中蹴換ヘて置かねぱならぬ。

(ハ)電動装置の嚇人贄か袖Kな乙.

(2)製作例

誠(a)蓼

1 制の内容

機手ーゼ1レ懐關直結直硫,甕電俄1トミ

80kW 250V 90ORPM.連縞又i伶・3 古

掘縦電動機 150HP250V90ORPM."

是水ボンづ用電動椴

90HP250V 9()ORPM." 2 レ1
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400 500 600

批流(A)

澱雌機外部"性岫線圖

＼ 、

200

W、1嚇削御謎

發電機片抽Ⅲ荘岻'動識片珀小急山釖啓開浮怜二岻

速度制御器襍作台電動機用電流計凾

發竃機には各 5.5kW嗣所茲機が直結され、各遊動機に

は冷却片トド型電動途風懐が取判けら於て他力通風型にな

つてゐる。掬Υ徽機は發電機及び電動機の他鞠卜界磁じ電動

途師峅茂及ぴ黙燈用などの電力を1ル給する。泥ハボンづ用

涯動機2古の内1台は常剛他は豫備である'

電動,機は何れもワードレオナード式に述度制御を行U、、於

'機3台の内2台を雄行運榔北て掘燮電動機の竃源とし

他の 1台は裾水ボンづ用電動機の單獨電源として使剛す

る。但し發電機3台は任意に2台又は 3台を細.弁せて隠

時畉行運概勃ξ行U、得られ乙'

0

(b)"1生獲電機山外部製f1生は榮 6 岡に木す様{C紅

、ド井1牛忙してある。從つて負荷電流が少い場合は電動機

1、二継給き肌る電唾が上".し,て速度力計會L、又負、荷電流が

哨加す乙に從つて發謡機四竃座が、F降す乙から過動識の

.迭安が減少する。第 20 ノッチ(常規)に於て約240 %の

負荷電所肋町允れ乙と1更電機の電墜が零になつて遜動機が

停、止する。第71刷及ぴ第8 圖は常規ノ'りチに於け乙電動

機の山N脚力一速度特1生曲糾、岡である。掘雙電動機の速皮

ばドローウオークスで減述されて鋼智1て傳達されるのであ

るが、ドローウオークスに於て機械的にも敵段に渉速し得る

から掘縦時その他の更に六な乙山W山力を必蓼七1乙場介

;こは機械的1こ速妾を下げて操作を行.、のであ乙。

電動機の速慶制御ぱサ甕電機の界磁を加減しその遜蛾を

700 800
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弟 8 {1,'a 90HP "刑J機 1川馴1力一池庶曲線岡

蓮ヘて行3、。制御ノッチは 20 段にしてある九らとれと

ドローウォークスとの制.合せによつて非常に廣い絶圍に自由

に速度制御を行ひ得・る。

發電機の出力七負荷電硫との關係は第61圖に示してあ

るが今第 20 /,,チの場介を摘出すれぱ第 2 爽の様にた

十・・'一十 1・ー÷・'.、11 111_1上IL_j_L

.
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1 111

機

貞荷,E涜(%)
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第 19 卷第 4 賊

道流(加減憎晦制御式)

・・ 1 ・・'⑩ 1 '0・. 1 42.5 1

との饗作例では負、荷遜流か廣鞭謝に述劃ルても子一色レ

機關に掛・乙角.荷は六約 120 互以上に唯さない。今第 19

ノ,"を使用tれぱ発負荷{こ於て選動桜の速度が多少低下

tるのみで負荷吉流 0~2如拓d山沌剛に於て1甕電機のW.

力は"常規に對'し 6 %を超過する1こ過ぎない。弟91副は硬

遍機の出力及ぴ竃動機の圖轉敷上回榔力との關係に就て

直流式と交流式士を對此したも心である。}常規回縛力

に於て陶者の竃源共港磯のW,力を100%とすれぱ卷線型

誘導電動.機を使用した暘合速受捌御を行ヘば常規回縛力

に於て述度力町氏下し述朕制御山遜力損夫が六であり、又

回榔力が異常に"ン加すれは、獲,谷機の印'力は岡示の様にと

Uに從つて鷲气く嬌大tミ玲
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第 9 岡

159

交流(卷糾、型誘燥兆劃機)

直流發電機の竃燮を垂下特性にし.て竃動機の述度を

ワードレオナード式に制御する力法は、上述の様に特性も理
J

想的に得られ且つ制御に使用す乙電力損失が極めて少く

且つ原動機の動力も殆んど常規を超過しないから深坑油

井の掘撚などには特に有利である。

(C)防爆俳迭油坑から1質出するガスは往々石炭ガス

を含むとともあ乙が主としてメタンガスである。從つて防

爆朧造はメタンを貝標にすれぱよいのであるが、然し崇
、、、

坑内などと異り噴出するガスは坑外大氣中ヘ擴散するの

であるから電機靜.を装備する位置によつては必ホし_1,易

爆稀造とするに及ぱぬ場合もある。

製作例の發電機及ぴ電動機は本体を安至瑜防爆型占し

唯流子を耐厭防爆型にした。整流子を耐座防爆織造とす

るととは相當に厄介で本電動装置に於て苦心を拂つた謝

である。制御装置は發電機及ぴ電動機の配電凾を何れ冶

狹陣防爆型に、電動機の速度制御器を耐座防爆に、叉開

閉器凾を安至堆防爆型に、それぞれ据付場所と用途、取

扱ひなど忙施北て適當な防爆織造にし"た。

(d)制御装置

(イ)酉酢豆凾及迹廣制御器3台の1聖電桜には各發電櫨

配電凾を、叉掘業用電動機及び泥フk ボンづ用電動機には

各別に,電動機配電凾を置き持運ぴに便なる様忙橘台付に

してあ乙。
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第 U 圖

篭機'1迺閉せ岡

点流式油井捌製用篭
ノ'

^^

霞'遜機酉ι電凾

電動機配電凾

各電動機には述妾捌御器を附嬬させとれを楳作古に刑

で連結し、縦手力井県作台の把手を扱つて手輕に"寸乍し得

乙様にした。

(ロ)開閉器山開閉器仙{Cは主回路助啓開閉器、制j

助回路釖替開閉器、補助開閉器が配到ル・てあつてf電氣

装置の主回路、界磁回路、袖助回路一切の電氣的接繊は

との部分で行'、。今獲謡機3台の内2台を並行運榔し,て

掘鯵電動枇の電源とし、他の1台を窕水ボンづ用電動機の

電源とする場合には、開閉器凾内の2台の1甕選機主回路

開閉器並に補助回路開閉器を「掘業」側ヘ閉ぢ、他の 1

台の分をボンづ側ヘ閉1各する。力K の如く任意の細.合せ

がとの開閉器凾の中で簡單に行ひ得・る。按續が絡れぱ注

軸才桑作中妄りにとの部分を扱はぬ様{て爽扉には錠前を拙

け乙ととにしてあ乙。

(ハ)保護装置主回路力、、常に過負荷して危儉な場

合には熱動過負荷糎電器が作動し發電.機の他融界磁を閉

放してとれを防_止.tる。熱動過負荷繼電器は作動後一定

の時問を經過すろと自動的に復肺す乙。

交流電動装置に於ては掘梁電動機を操作する場合に迎

相制動を行'、が、燮作例の直流電動装置に於てとの押作

号邸゛

、

1竃墜計竃流計熱動過負_荷〒園遡部
、電磁接觸器双型開閉器

特夕絲識醒器

ヂーザル楼湖

0帯

竃流計時限鞭竃器

双型閉閉器

80kw m:諸駐選殴

朏部・武田

90 HP

15011P 用迂度割御噐

旭痩堆削御器匙動機

1 17

操作古

1尼水' y フ

光永ポノプ電動機

を不用意紀行ひ操作台の把手を急i敷に逆轉方向ヘ廻すと

'發電機の他鋤界磁を急に逝樹市茲す乙ととになるから第19

岡(B)(イ)に示す様に瞬時的に過電流が主河路に流

れる、とれを防止するため逆榔操作危険防止張電器(特

許出願ヰリが村けてあ乙。とれは第19圖(A)に示す様

に發電機の他勵界磁の極件と電動機端子電墜の1蛮陛並に

六きさとを用ゐて油助;腰週器を作動させ電動機の逆起電

力が減少t'る迄發電機他糊楳磁0逝勵磁を抑留する力注

'6ある。

との外遍動途風機山不時停止.、遡動機山児磁喪夫など

"一『1

1「T"'
、「圷1

出二

河(,;'ノフ'

,

尾

ナ零

蕎

第 12 圖 鞍屯機継
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第16t尚叩啓開閉器舒1

に對しそ肌ぞ爪支岬を來さぬ力紬

を講じ、父危急の際ぱ操作台の停

止釦を足で踏めぱ竃動機が非常停

止し、釦を緩めて操作把乎を停止

ノッチへ填せぱ・町ぴ起動tる様{こ

し、C患る。

畢.^

三'・ 三ゞ

ヘ

5結

ヲ圓四直沈式油井チ屈縦剛電氣設備の製作に當0ては瑚

暘の賀情を研究して、機器の俳迭を頑丈に、又作耐功飾"

度で取扱ひ易く、特忙制御装置は努めて複雜、繊細なも

のを避け必藝な器具のみを通切に取拾し、簡明に援嘩貞並

に禅,作が行ひ得る様極々誘慰を,朔つたのであるが、礎に

現場の試用實績に徴し,て掘雙竃動機及ぴ窕水ポンづ H・"其

動機の界量の適否、獲電機の單位容量及ぴ制.合せ方、防

爆俳逃の黙などに對し直流式の立場から検討を加ヘて極

力機器の無'駄を魔し述榔能率を良好ならしむる力面に佃

究が必要である。次に電氣装置を單に從來の現場の贊倩

{こ適合せしむる左い'、と主に意を用ゐるだけ'6なく、例

へぱ直流式の場合には或程度据村基礎を堅乍にtる鮴、

又機械類もドローウォークス丈は 0ータリ?シンの鎖卑・盲f分

据付などを檢討して淫飢い晋響、振動をi脛減寸る一共に

傳逹能率を増世せしむる力法力陌祥ぜられるならぱ、市"迅

の様な種々優れた特徴を有する直流式の電動装置の性能

が充分獲揮されるのみなら中至体の作業能率を合理剖J1こ

著しく堆進せしめ、装置i受備豊を償つて言全りあるむ清果を

招くととになると誓、'一尚掘縦者も從來の因背に捉はれ

るととなく、電氣装置に窒札或程虔の技術常識を盡U、N"

て漸六技術フ1d隹を高めて操作を利學的に敏勉なbメ_むる

力向に進むと占が望ましい。

本電氣設備の製作忙際し,帝國石油會靴の關係四ガ々か

ら種々懇切たろ御指導を受けた。支に深く附意を爽t乙

次弟'どある,
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C工

4、0凌季趣諭

第 17 制

緤作

井動冶卷界磁

ヨ

1'
動
機

a,b繼確排線輪
C搬確排接点

28

^

〒、

一

{イJ^

、

゛、

1 1

ノ

ノ
ノ
ノ
ノ

ノ

ノ
ノ
ノ

(1力

'

批流(;戚述)

(イ)態電器無キ場合
(ロ)繼確器作動ノ場介

染 19 岡池劃井浜作危険防ル繼遡器;;兌明1制

他勵界磁

自動分松界磁

第一琥髪確機

差動直卷界磁

勵磁機ヘ

"L・~

U川速)

詫きボンブ

第二耽巽H許侵

磁機

゛i

雄動迭風機

N響

第一撰ポンブ用批動棲

他勵界磁

】磁機ヘ

;ンフ

第三柚軽猫慢

二翌遅き力
三高而戸

電動迭風機

掘皐

(常用)

第二琥a

ポンソ

弟 18 岡

越前屋卯

畷千代

Beι,ker :

ブm確動穐

碓動迭風機

參考女献

行油顕業ど"氣篭無日本 29499(昭17)
一

油H1井y'氣,没備三菱確桜 9 36(昭 6)

NeuzeitliC11e Erd61.B011ra111芸en ⅡaC11 flen

Rotary、verfa11丁en
VDE 83 941(1939)

Variable.VO】t丑ge E'111il〕menl f01' Rot:1rY

DI'i11ing rilxs

U1弼 T'・'、1,. P01"ザ 3りート12 (1り3り)

"琶動笠朧接總岡

(豫備)

1.al】111el'冥el

他励界磁

掘拳置動機

ノ一

他
勵
界
磁

装
1
1
t
機

'
白
動
分
嘗
界
磁

1他勵
界
磁

,
、

三

、

一
、
、

一
、

、

勵
磁
機
ヘ

勳
磁
機
ヘ

X

J
 
イ
ミ
'
ル
武
今
井
,
々
/
N

ー
,
ー

ヘ

。
ー
ニ
芽
多

.
玉
1
な
二

力

弐
ノ
、
く
之
ノ
一
ν
 
J

ニ
ン
ゞ
ψ
1

之

.
一
.
、
:
¥
、
.
ゞ

勵
磁
機
ヘ

言

分
蹄
抵
抗

、
ー
ー

批
1



一

水銀整流器制御格子の位置と其の特性

内容梗概

20okW6種禦製水銀鞭流排を削ひ、とに陽御と格、fの頂拶荊の異るもの三諏を設けて、叫"脂樹松、篭

弧"鄭及び消イ才ン時問が如何に影糾を受けるかにて調ベた結果に考察を加ヘた。

フk銀整流器或はインバーター,こ於て、黙弘寺制生及び電弧

電座は重要なる契素であ乙が、之と共に消イオン時間モ

電要なる役割を特つてゐるととは言を俟たぬ處であ乙。

此等が格子によつて如介Πこ影響され、攻川可にし,たら最良

の條件が得られ乙かを知るととは叱.要であ乙か.その

つの條件た乙格子の位置主い'、ものに關し、ては餘り研究

されてゐないので、格子の位置のみ異る塲合の起動特判

港弧電唾弘.ぴ消イオン時間を測定し,、茲{て搬告す乙次築で

め乙'

2.測定装置

使用した整流器は20okw、〔シ極の鐵製水銀整流器であ

つて、 6 極のうち同じものを2極づつ3種類設けた。枇

造は第1圖に示す如く二重格子で、上下兩格子共づラファ

イト製、厚さ 7 托、兩格子のΠ那希10 粍、格子孔ぱ直徑 7

托'6あ乙。

^"^.゛『LJ、、ーー、"J-、J^.".十一

'H ヲモ 都 小

3.起動特性

湯極{こ直流250V を加ヘ、第2圖四如く格子托正電蛾

ι,を甘四＼、C、陽極が里舸瓜tる上とろを求め九。との結果

は第3圖に示す。但しrは器*翫品度で、竃流を流すと左

なく冷却水入口の温度'6調節したものである。 r=24゜C

の暢合はdが大きい程、黙弧竃駆が一Fつてゐるが、フ=

40゜C の場合は d=20 柁の時がし。最高で診る。との小・

は格子と陽極との間の室間忙於けるイオン化現象と、平

均由由行程との關係及ぴとの室鳥予＼のイオンの償散から

挽明出來る様に想、へるが、更に別の装置により詳細な測

定を行ひ、改めて獲表する豫定であ乙。

4.電弧電座

直流電弧電嘩の測定結果は第4,5,6,7圖に示す。譜弧

電流を堆tと共に電弧電歴ぱ降下し、各曲線は互に接近

t乙。との曲鋤功ξ互に接近tると士は、格子の影響が,て

第に少くなつたととによると見乙ベきで、イオン密麼が

大きくな乙ために、格子が越.いイオン鞘で完至に遮閉き

杠るからであらう。

格子の位置による硬化につぃては定包泊勺な結倫は得ら

孔ないが、 d=10粍のものが若干齢れて電弧電墜が高い

ととは注母すべきである。

椋
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5.消イ才ン時間

測定法は種,々あるがω、並列インパータ型ωで測定し

た。直流電墜 40OV、一極の平均電流35Aであ乙。

第8圖は兩格子を一緒に結ん光場合で、器憎温度r=

275゜Cの時であ乙。治イオン時聞τは格子抵抗R 0 を増

せぱ略直糾迫りに増加し、格子負、謡唾Ξ。を堆せは'減少す

るととは周知の覗贊であるが、上の格子上陽極との間隔

d=10 托の時のでをτao)と書くとと忙すれぱ

Ξ。=10OVの時τ(2山>τ(3の>τ(10)

五。=20OV の時τ(30)>t(2の>τ(10)

第9圖は r=40゜C の場合で

五。=100,20OV の時τ(30)>τ(20)>τ'(10)

第10圖は下の恪子を抵抗 IKΩを通してF券極に結ん

プξ1易合、 r=24゜C '6

Ξ"-10OV の時τ(20)>で(3ω>τ(10)

五。=20OV の時τ(3の>τ(20)>τ'(1の

第 11艇1は r=40゜c d)1易合で

五。=100,20OV の時τ'(3の>τ(20)>τ'(1山

以上を總介t乙主

(1)Ξ。=20OV の時τ(3の、τ(20)>τ'(10)

(2)五,=10OV の時τ(3の>t(2の>τ(10)

フ=40゜C

τ(20)＼τ(30)>τ'(10)

フ=24~27.5゜C

(3)フ-40゜C の時は r=24~275゜C に此ベて水H線

q力頃剥・が大き、ハ。即ち R。を大きくす乙七τの」令加が

蒸ミし V、。

(4)下の〒告子を陽極に結んだ場合(断江0, HWりは

オ

水銀都涜瓣制御1名丁・0)位院と北のヰケ竹

上下兩格子を一緒に結んだ場令(第8,9圖)よりもτが

大きい。

Elder 氏の出した贊験式(田

0.00121)1゜"
^'
五 3他. d

に依ILぱ q旦しとれは單格子の放電管にっいて) dが小
い程、 tが大きいととになるが、之は筆者の結果とは相
反するものである。同氏の測定が d の如何な乙範圍で
行はれたか詳細は明でないが、上祀(2)にτ(20)>で
(30)なる場合があるととを誘ヘれぱ、同氏の測定が d

の鮎化が小さい範圍に於て行はれたもので、或る特定の
が所怠管で、特定の條件の下に狹山範圍で成立する賓驗式
であると想、はれる。

築岩の結果によれば、τ'(1のが常に最小であって、之
に對しては明砕な解釋は與ヘられないが、格子陽極躍ν)
本間の單位体裁に對す乙治イオン面の大きいととが畷因
主想、はIL乙。

(3)の温度が高加時に曲線の傾斜が大きいと士は、

蒸氣1璽が高いためにイオン察度が大きいと士占、イオンの

擴散が圈難で、格子の負_電墜五"の電界による逆電流が
多いとと{て鮎せられ乙と想、ニー

(4)に對しては、陽極が正電位になった時に、下の格
子主除極主の閥に放電が起り、上の格子へイオンを供補
す、乙ためであらう。
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第 19 卷

6.結 言

放電省に於ては、黙弧電駆が低くて加も制御能が大き

いと占、電弧電座が低いとと及ぴ消イオン時聞が短いと

と等が必要であるが、此等至ての條件が夫々最良の欣態

にある様なものを得るととは不可能であつて、夫々の貝

的によつて、或る條件は許し得.ろ範鰯で犠牲にしなけ爪,

ぱならない。而して此等の條件は種女の因子によリ景夕"

される故に廣山範圍に汎つて一般的結論を下すととは困

難であるから、その場合場合に感じて對策を施すべきで

ある。例ヘぱ、電流、電座、温度等力Wルへられた場合に

格子孔の大さ、厚さ及ぴ位置に、飼的に艇池九最適の紺

3 4 6 7 8 Kn5

・・・格子左aにし、他絡子を陽榔に粘ベ

る場合の格子回路抵抗上治イオン時朔

(T=24゜C)
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第Ⅱ岡 ・格、fを貞にし、他格子を陽廊
亀、

に結ベる場介の格子回路抵抗上

油イオン時問(T='10゜)

をとるべきで、現在山主と入賀盲兪的キ啼殻に俟つより外ば

ない。

尚、消イオン時問dリ'凱よ弔訟回聯合プて仰に獲表せる

もの'6あ乙。

訂正;前驍 a9卷弟3影D P.80

"硬質づ厶の機械的ξ脚焚に及ぽす配介剤の影糾"

緒盲小21行月、 22行目の問にド記術造式が人る。
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